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十
一
月
二
十
九
日
に
開
か
れ

た
本
会
議
に
お
い
て
、
叶
冨
士

夫
議
長
、
久
保
武
彦
副
議
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
辞
職
願
を
許
可

し
、
後
任
の
正
副
議
長
選
挙
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
得
票
多
数
に
よ

り
、
議
長
に
は
田
中
康
升
議
員

（
公
明
党
）
を
、
副
議
長
に
は

藤
本
卓
司
議
員（
自
由
民
主
党
）

を
選
び
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
各
常
任
・
特
別
委

員
会
の
委
員
の
所
属
変
更
、
各

正
副
委
員
長
の
互
選
、
農
業
委

員
会
選
任
委
員
の
推
薦
、
大
和

川
右
岸
水
防
事
務
組
合
な
ど
の

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙
、

各
種
審
議
会
・
協
議
会
委
員
等

の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

（
各
委
員
会
等
の
所
属
委
員
名

は
八
面
記
載
の
と
お
り
）

第４回定例会

―１１月２９日～１２月２７日―

平
成
十
七
年
第
四
回
定
例
会
は
、
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
、
六
日
間
の
会
期
延

長
を
含
め
二
十
九
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
東
大
阪
市
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
条
例
や
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五

回
）
並
び
に
市
長
の
給
料
月
額
の
減
額
に
関
す
る
特
例
条
例
等
合
わ
せ
て
百
六
十
四
件
が
提
案
さ
れ
、
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
平
成
十
七
年
度
人
事
院
勧
告
に
伴
う
議
案
十
件
は
、
十
二
月
五
日
に
先
議
案
件
と
し
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
十
六
年
度
決
算
の
認
定
議
案
十
四
件
は
十
四
名
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
の

う
え
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
定
例
会
初
日
に
は
議
員
定
数
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決
し
、
正
副
議
長
を
は
じ
め
常

任
、
特
別
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
二
月
五
日
、
六
日
、
七
日
に
は
、
代
表
・
個
人
合
わ
せ
て
十
七
名
の
議
員
が
質
疑
、
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政

の
発
展
に
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
我
が

国
の
経
済
情
勢
は
よ
う
や
く

回
復
基
調
に
入
っ

た
と
は
い
え
、
本

市
の
行
財
政
状
況

は
、
極
め
て
厳
し
く
深
刻
な

状
態
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
夢
と
活
力

あ
ふ
れ
る
元
気
都
市
東
大
阪

の
実
現
の
た
め
に
は
、
行
財

政
改
革
を
柱
と
し
て
、
中
小

企
業
の
活
性
化
、
少
子
高
齢

化
対
策
、
環
境
問
題
等
へ
の

対
応
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
議

会
の
果
た
す
役
割

は
非
常
に
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
期
待
に
こ
た
え
る
た
め

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

補
正
予
算
、

条
例
等
を
可
決

今
議
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な

議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
東
大
阪
市
子
ど
も
を
虐
待
か

ら
守
る
条
例
�

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り
、

子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
と

発
達
に
寄
与
す
る
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

�
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五

回
）
�

補
正
額
は
六
億
四
千
三
百
四

十
二
万
三
千
円
。
主
な
事
業
内

容
は
、
義
務
教
育
施
設
整
備
事

業
三
億
九
千
五
百
八
十
万
円
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽

減
助
成
事
業
二
千
二
百
万
円
、

防
犯
灯
設
置
費
補
助
事
業
三
百

四
十
五
万
円
等
。

�
大
阪
線
俊
徳
道
第
四
・
五
号

踏
切
道
改
良
工
事
に
関
す
る
委

託
契
約
締
結
�

近
鉄
長
瀬
駅
前
の
交
通
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
、
近
畿
日
本

鉄
道
�
と
の
間
で
工
事
委
託
協

定
を
締
結
す
る
も
の
。

�
東
大
阪
市
議
会
議
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
�

議
員
定
数
を
四
人
削
減
し
四

十
六
人
に
す
る
も
の
。

（
関
連
記
事
を
二
面
に
掲
載
）

初
日
の
本

会
議
で
議
会

議
員
の
中
か

ら
選
出
す
る

監
査
委
員
に

つ
い
て
全
会

一
致
を
も
っ

て
松
嶋
晃
議

員（
リ
ベ
ラ
ル
）、
田
口
義
明
議

員
（
自
由
民
主
党
）
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
な
ど
の

任
命
等
に
同
意

今
定
例
会
最
終
日
、
議
会
は

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

教
育
委
員
会
委
員

出
口

優
人

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

飛
田
太
一
郎

人
権
擁
護
委
員

茨
木

延
夫

奥
野
芙
美
子

市
議
会
議
員
の
定
数
を
削
減（
５０
人
か
ら
４６
人
）

―
来
年
９
月
の
選
挙
か
ら
施
行
―

松嶋 晃議員
田口義明議員

議会選出監査委員に

議
長
に
田
中
康
升
議
員

副
議
長
に
藤
本
卓
司
議
員

藤本卓司副議長

田中康升議長

正

副

議

長

就
任
あ
い
さ
つ
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